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学校｣ と ｢台南商業専門学校｣が設立された｡そして後者は,1926年に至 り
｢台南高等商業学校｣ と改名され 台湾に2つの高商が併存した｡しかし,
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る (中でも山田浩之 ｢彦根高等商業学校生の社会的属性 一 地方高等商業学校の社会的
機能｣『松山大学論集』第10巻第 1号,1998年,4月は出色である｡また私立の高商であ
るが,同 ｢戦前における地方高等教育機関の社会的機能 一 松山高等商業学校を中心と
して｣『松山大学論集』第11巻第 5号,1999年12月も興味深い)0






殖大学百年史研究』第 4号,2000年 3月,横井香織 ｢日本統治期の台湾における高等商
業教育｣『現代台湾研究』第23号,2002年 7月｡
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見劣 りする感が否めなかったらしい｡
しかし,授業時間数を可能な限 り増やすなどして対処 し, 3年制でありな
がらも先行する両校に匹敵する内容を全うするよう努めた模様である｡それ
でも,東京 ･神戸の両校 と同様に4年 という修業年限にしたいと言う望みは
持ち続けていたようであるが,先発の両校が大学に昇格 し,また大正以降の






従って,今 日言 うところの後期セメスターから関学 したわけである9｡この
結果,最初の入学者の卒業はそれから3年はど経過 した1908(明治41)年夏
と言うことになった (実際,同年7月23日に77名に卒業証書が授与された)0
1906(明治39)年からは 4月入学 ･3月卒業で行われるようになった｡ こ
の第 2期生についてみれば,入学志願者371人に対 し入学許可者は116人であ
った｡更に翌1907(明治40)年の場合には,入学志願者332人に対 して入学許
可者は120人であった｡ただ,彼 らとは別に,｢韓国人 1人｣,｢清国人 5人｣
にも入学が許可されたことが記録されている (なお彼らには卒業時には卒業証
書ではなく,｢畢業証書｣が授与された)100
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13 日韓併合 (1910[明治43]年)以降,『長崎高等商業学校一覧』中の表記が ｢朝鮮語｣
に変更されている｡
14 中華民国建国 (1912[大正元]年)以降,『長崎高等商業学校一覧』中の表記が ｢華語｣
あるいは ｢支那語｣に変更されている｡
15 やがて,1911(明治44)年 2月の文部省令第 7号で,中国大陸におけるドイツの ｢商
業的発展に応ずる為｣(『山口高等商業学校沿革史』〔以下,『沿革史』と表記〕1940年刊
行,588ページ),第二外国語の選択肢に ｢猫逸語｣が加えられた｡
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表 1 長崎高商のカ リキ ュラムと毎週授業時数
<明治期>
(1)開校当初のカリキュラム
科目 学年 1学年 2学年 3学年
英語 10 川 10
第二外国語* 3 3 3
工業大意 3
商業実習




倫理 1 1 1
経済学 3 4
簿記 4 2 2
民法商法 3 3
体操 3 3 3
合計 35 35 35
(2)1909(明治42)年 4月改訂のカリキュラム
科目 学年 1学年 2学年 3学年
英語 10 10 10
第二外国語* 3 3 3
工業大意 3
商業学 3 5 10
商業実践




倫理 1 1 1
経済学 2 2 3
財政学
簿記及計算学 3 3 3
法学通論,民法商法 2 2 2
体操 2 2 2
[備考]*第二外国語の選択肢に関しては,表 4を参照されたい｡
[出所] 『三十年史』12-14ページ,『長崎高等商業学校一党』(自明治43年 4月至明治44年 3月),
20-21ページより作成｡
る実務家の育成を念頭に置いていたことを示しており16,きわめて興味深い｡
16 山口高商の初代校長 ･松本源太郎は,当時の文部大臣 ･久保 田譲か ら同校の教育方針
として 4ヶ条を指示 された｡その うちの 1つが ｢本校の卒業生は成 るべ く満韓地方の実
業に従事せ しむる目的を以て教育すること｣(『沿革史』578ページ)であ り,当時の 日本
政府の指揮下で山口高商が東アジア地域への進出に有用な人材を育成する機関 として期
待されていたことを表 している｡
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表 2 山口高商のカ リキ ュラムと毎週授業時数
(1)開校当初のカリキュラム (2)1908(明治41)年4月改訂のカリキュラム
科目 学年1学年 2学年 3学年
英語 ll 10 9
第二外国語* 3 3 3
商業学 3 3 8
商業実習




書法及商業作文 2 2 1
倫理 1 1 1
経済学 3 3
簿記 3 2 3
民法商法 3 3
体操 3 3 3
科目 学年1学年 2学年 3学年
英語 10 10 10
第二外国語* 3 3 3
商業学 3 5 7
商業実習
商業算術 2 2 1
商業地理及歴史 2 2
応用理学及商品学 2 2 2
書法及商業作文 2 2 1
倫理 1 1 1
経済学 2 2 2
簿記 3 2 2
民法商法 2 2 2











17 東京,神戸の両高商は 4年制 (予科 1年,本科 3年)であ り,東京高商については専
攻部 も設置されていたが,特に指定 しない限 り,ここでは両高商本科のカリキュラムを
比較対象とする｡
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1909(明治42)年 4月 ,｢法 学 概 論 ,民 法 商 法 ｣を 開 講 す る に至 った (表 1 (2),
参照)｡ とは 言 え ,先 行 して 開 校 した 2高 商 との 格 差 を埋 め る に は , 授 業 時
数 ,科 目数 ともに不 十 分 で あ った と言 え よ う｡
表 3 東京高商,神戸高商の明治期カリキュラムと毎週授業時数
(1)東京高商 (1906[明治39]年) (2)神戸高商 (1904[明治37]年)
科目 学年 1学年 2学年 3学年
英語 6 6 6











経済学 3 3 3
財政学 2
統計学 1
簿記 2 2 1
国際法 2
私法 3 3 3
破産法 1
体操 3 2
蒜盲＼-､-学年＼ 1学年 2学年 3学年
英語 6 6 6
第二外国語** 5 5








経済学 4 3 3財政
統計学
簿記 3 2
民法商法 4 3 5破産法
国際法











































年度 語学 韓 語 清 語 猪逸語 露西亜語 俳蘭西語 和蘭語 西班牙語 馬来語
明治38-41 ○ ○ ○ × × × X 〉く
明治42-43 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
大正8,9 ○ ○ ○ ○ ○ × × ×
大正11 × ○ ○ ○ ○ × × ×


































科 目 授 業 時 数
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ところで,他の高商 も海外貿易科 と同様の学科を有 していた｡長崎高商 と
同年 に関学 した山口高商にあっては,｢支那貿易科｣20が これに相当する (カ
リキュラムについては,表 6参照)｡山口高商の場合,常に中国 ･朝鮮半島に展
開する実業界への人材輩 出を念頭に置いていたため,｢支那貿易科｣の設置
もその一環 として位置付け られる｡それは,長崎高商海外貿易科 よりも地域
研究に特化 したカ リキ ュラム編成になっていた ことか ら看取で きる｡
表 6 山口高商支那貿易科開設当時のカリキュラムと毎週授業時数
科 目 授業時数


































科目 中 学 卒 業 者 商業学校卒業者昭和4-5 昭和6-10 昭和11-14 昭和4-5 昭和6-10 昭和11-14
修身 1 1 1 1 1 1
近世支那通商史 2 2 - 2 2 -
支那及南洋経済事情 4 4 - 4 4 -
支那経済事情 - - 3 - - 3
南洋経済事情 - - 2 - - 2
支那及南洋重要商品 2 2 - 2 2 -
商品学 - - 2 - - 2
殖民政策 1 1 - 1 1 -
支那社会事情 2 2 - 2 2 -
支那語 12 10 7 12 10 7
馬釆語 1 1 2 1 1 2
英語 2 2 2 2 2 4
漢文 2 2 2
商事要項及実践 3 3 - -
商事要項 - - 3
21 『三十年史』290ページ｡
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簿記 2 2 3
書法及商業文 - - 1 - - 1
商業算術及珠算 2 2 - -
商業算術 - - 2 - -
珠算 - - 1 - -
自然科学 3 3 3
東洋史 2 2 2
体操 1 3 3 1 3 3
支那国際法規 不定時 不走時 - 不定時 不定時 -
支那慣習法 不定時 不定時 - 不定時 不定時 -













22 本稿が大 きく依拠 している 『長崎高等商業学校-覚』は,昭和 6年版 (1931年刊行)
から卒業生の進路を掲載 していない｡したがって,貿易別科 (1929年設置)の卒業生に
ついては,同書からその進路を知る手がかりをえることはできない｡


















































気 ･ガス ･熱供給 ･水道業｣に分類し,各年の就職者数を集計した｡
ただし,業種が判明しなかったもの,個人商店については,｢個人商店
その他｣の項に集約した｡





26 ｢銀行 ･金融組合｣に計上しなかった謹券 ･信託 ･生損保業等をあらわす｡
























































正期の全卒業生の約 9%,内地 ･外地 ･外国への就職 ･進学老中約12%が外
地へ赴いたことになる27｡ この点も極めて興味深いといえよう｡





地方 自治体 1 1 2 1. 1 2 1 9
外地 朝鮮総督府､台湾総督府､海関 1 1 3 3 2≡ 1 3 1 2 17
学校 内地 進 学 帝国大学1 1. 1 3 4 3 6 12 9 4 43
東京商科大学 Fi ] 3; 3 13 8 1 4 5 1 38
長崎高商 l 1 3 4
就 職 高等商業学校 】 1. 1 1 1i 4
商業学校 3 6 6 5 2 3 3i 1 3. 2 1 6 7 7 7 10 4 2 4 82
高等女学校 l l 2 2 6∃ ll
補習学校 1 2
…その他の学校 1 1 1 3
外地 1高等商業学校 1 1 1 3就 職 ･ 学校 【 1 1
銀 行 t金 融 組'＼口 内地 日本銀行 1! l 1 1 1 1 1 7
一般銀行 1; 1 l 1 1 l 2 4 1 13
金融組合 1 2 2 1 1 2 1 10
卸売 .小売業潤一売 1 3 5. 3 6 5 1 6 13 ll 3 7 3 Si 5 2 82






企 業 およ び 商 内地 建設業 1 1 3 1 1 3 2 1 1 4 2 3 1. 3 1 2 30
鉱業 5 3 5 3 6 5 7 4 7 4 7 4 2 1; 1 6L 1 2 2 757
サービス業 1 3 1 1 l l 8
製造業電気 .ガス .繊維 1 2 2 1 1 3 1 2 1 3 7 2 3. 5 3 4 3 44
化学 1 l l 1 2 1 31 2 4 2 4j 2 1. 1 26
食品 1 1 1 1 2 2 1 1 1 1L 9
製紙 2 1 ニ 2 1 5 4; 】 1j 1 1 1 21
…造船 5 1｢ 2 4 9 7 3 8 2 3 46
店 鉄鋼 1 1E 2 1 3! 1 1 1 1 12
窯 1 1 1? l l li 3 1 10
水道業 1 1 2: 3 i 1 2 12 3 1 ヲ 7 27
財閥本社6 3 2 1 1 1 2 ト 10
個人商店 .その他 5 3… 3 10 9 7 1 3 7 10 t1 5 13 6: 4 7 1 4 111
外地 運輸業 1 . 1 1; 2 1 】 2 3 1 12
金融業 - 『 1 1 l l+ 3
製造業 1 2 1 5㌢ 1 1 1 2 2 1 1≡ 3 3 3 1 1 2 31
合 計 58 641 70ー 84 69. 68 64 72 801 821 112 94㌻ 92 1221 1421 1281 1191 106i 102 1,728























































卒業年進路1918 1919 1920 1921 1922 1923 1924 1925 1926大正 7 大正 8 大正 9 大正 0 大正11 大正12 大正13 大正14 大正15
官 営 1 1
学 校* 1 1 1 2
銀 行 1 1 1 1 1 1 1
会社 .商店 1 1 2 1 3
不 詳 1 4













































経 営 と 経 済
(単位 :人)
卒業年就職.進学先 1910 1911 191コ 川13 1914 1915 1926明治43 明治44 明治45 大正 2 大正 3 大正 4 大正15
北京政府 2 1 1
長崎高商海外貿易科* 2
高等商業学校 1





死 亡 1 1 1
不 明 1 2 1 3 1 5
[備考]*進学｡
[出所]『長崎高等商業学校一髪』(大正15年度)より作成｡
